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i f 緒 言 はなく，あらゆる集団スポーツ競技においても重
{内バスケットホール競技における攻撃能力の向上 要と考えられ，集団戦術におけるシステム構築に
l 皆目指す上で，攻撃の基礎技術を習得することは おいて不可欠なものである。
{講一条件である。攻撃の基礎技術の中には，ノfス，
} ~ ドリブル，ショソトなど多くの個人技術かあり，
また，ハスケノトホール競技は，空間支配のケー
ム4)と言われるように，地域支配の概念か要求さ
れ，高度な戦術を立案する上で重要である。その
iる1，89帥。 ため リンク近くの地域やリングから離れた地域
? しかしながら，パスケ y トボール競技は集団的
fスポーツ 2)であることから，一人の単位て行う個
2人の基礎技術の向上だけでは高度な攻撃能力の習
なと，コート上の種々の地域によって，使用され
る技術も異なってくる。これら，地域による攻撃
行動の特殊性をふまえた上で，集団戦術を成功さ
i得には至らない 3)。要求される個人の攻撃技術は せるための「動きの技術」を習得させる必要かあ
l j単にパスモーションやドリブlレモーションあるい る。
aはショットモーションなど個人の基本技術を向上 本研究ては，パスケットホール競技におけるフ
いさせるためのものだけではなく，集団戦術に結び
け つくような個人の戦術を習得する必要かある。そ
Iれら集団戦術を形成するための個人技術のーっと
ロントコート上ての様々な地域における攻撃行動
の特殊性について，段階的視点より，競技成績と
の関係を比較検討することにより，地域特性を概
げして考えられることは， I動きの技術3)Jであろ 念とした攻撃指導における一指針を得ょうとする
ほう。 ものである。
ほ 「動きの技術Jはノfスケットボール競技のみで
方 法
調査の対象として，高校生においては， 2つの
男子全国大会より，上位チームの対戦による 3試
合(合計6試合， 12チーム)を，大学生も同様
に， 2つの男子全国大会より上位チームの対戦に
よる 3試合(合計6試合， 12チーム)を抽出し
た。抽出した公式競技をヒテオカメラて競技開始
より終了まて収録し，調査を行った。
フロントコートの地駒子類については，ハスケノ
トホールの指導法に関する先行研究5)を参考に 9
地域に分割した(図 1)。
それそれ，分割した地域間て行われるパスの方
向と，パスを行った後の競技者の動き(地域移動)
の方向について調査を行い，段階的，競技成績に
おいて比較，検討した。
地域間てのパスの方向においては，フロントコー
トで行われる全てのパスについて，パスを行った
地域(以下，パスの始，却と，そのパスを受け取っ
た地域(以下，パスの終点)について調査し，パ
スの方向性や，地域特性の検討を行った。
競技者の地域移動においてはパスを行った後，
直ちに移動する動きを対象とし，パスを行った地
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図1 フロントコー トの地域分類
域(以下，動きの始点)と，
か移動した地域(以下，動き
査し，動きの方向性や，地域
パスの方向と地域移動のい
も，地域をドリフルで移動す
資料の解析にはカイ自乗テ
水準を5%に設定した。
????
結果および考察 Pf! 
パスを伴う攻撃の始点については，高校生の勝{1 !I
ちチームては，ポシション 8を始点として 28.8
%の攻撃か行われており，他の全てのポジションta
と有意な差か認められた。次いでポジション 4~. リ
(16.8%)，ポシシ ョン 6 (16.3%)，ポジション i
5 (12.1%)の順で多く試行されていた。 Uj
負けチームの場合においてもポジション8を始 1i
点とする攻撃 (35.2%)が，他の全てのポジショ 日
ンと有意な差かあり，次いでポシション605.0 li!: 
%)，ポジション 5 (削%)， ポシション4jiL
(山%)の順で多く試行されていた。 Hi 
勝敗聞の関係においては，ポシ、ンョン2を始点 ;!
とした攻撃で，勝ちチーム 6.3%，負けチーム2.0
%と，有意な差か認められたが，それ以外のポジ
ショ‘ンについては有意な差は認められなかった
(図2)。
大学生の勝ちチームでは，ポジション8を始点
とする攻撃行動が29.8%と，もっとも多く試行 し
til 
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図2 パスを伴う攻穫の始点(禽校生〉
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.-品れており，他のポジションとは有意な差か認め
J ~ f 
〈 畠れた。次いでポジション6(15.5%)， ポシショ
汁;ト4 (13.6%)， そしてポジション 5 (10.5%) 
-tMP順で多く試行されていた。
おぜ~ i負けチームにおいても， ポジション8を始点と
i jLた攻撃が多く認められた (27.3%)。次いでポ
Ei hFション6(21.4%)， ポジション 4 (16.2%)， 
i- Jそしてポジション5
1jた(図3)。
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ポジション8を中IL、に， 4， 
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図3 パスを伴う攻獲の始点(大学生)
5， 6ポシションか攻撃の始点となるために， 、，'-
れらの地域てのパス技術が重要であると考察でき
る。また，集団戦術を構築する場合， これらの地
域を始点、とすることかもっとも一般的てあると示
唆された。
動きの方向については高校生，大学生ともに，
全てのポジジョンにおいてパスを行った後，直ち
にポシションを移動せすに， その地域に「居残る」
あるいは「待つ」という動きか多く認められた
(表1，表2)。
このことから，パスを伴う連続した攻撃行動て
は，パスを行う 2人以外の競技者か加わり， 3人
以上の単位て多くの集団戦術か行われていると考
えられる。すなわち，集団戦術は， ホールを保持
している競技者， ホールを保持しようとする競技
者， そしてホールを保持していない競技者の3人
の動きか連係して行われていると考えられる。
パスを伴った攻撃の始点と考えられるポシショ
表 1 動きの方向(高校生)
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% 
基! 
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動きの方向〈大学生)
動 き の 終 点
1 2 3 4 5 6 7 8 9 
1.8:!:1 2 1 4:!:0 8 0.1土0.3 0.8:!:0 9 0.2:!::0.3 0.0土0.0 O.O:!::O.O O.O:to.O O.O:!::O.O 
(38 4) (31 2) (1 2) (25.9) (33) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) 
2 
0.2:!:0.4 7.6土4.7 0.3:!:0 5 0.0:10.0 0.4:!:0.5 0.3:10.6 O.O:!::O.O O.O:!:O.O 0.0土0.0
(52) (81.7) (4.3) (0.0) (6 1) (23) (0.0) (0.0) (0.0) 
動 3 
o O:!:O.O 1.3土14 34:!::17 o O:!:O 0 o 3:!:0 5 0.8:10.9 0.0:10.0 O.O:!::O.O 0.1土0.3
(0.0) (14 5) (63.0) (0.0) (5.6) (127) (0.0) (0.0) (4.2) i 
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(100) (12 7) (0 7) (499) (16.0) (0‘8) (4.1) (5.8) (0.0) 
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o 1士0.3 5.3:139 03士06 08:!::12 55:!::35 0.3:!:0.4 o o:to 0 0.8:!:1.3 0.1土0.3i 
(0.6) (37 2) (1.8) (4.9) (42.9) (2.6) (0.0) (9.1) (0.9) 
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o O:!:O 0 3 8:!:2 1 2.8土26 o O:!:O 0 2.8:l18 14.0:!::48 O.O:!::O.O 1.7土1.3 0.6:t0.5 
(00) (150) (105) (00) (10 0) (553) (0 0) (6.3) (2.8) 
点 7 
0.3土04 0.8:!:1.l 00土0.0 1.2:!:1 0 1 4:!: 1.3 0.2:!:0.4 5.1::!:4.8 1.3:!:0.9 0.2:!:0 4 
(3 1) (69) (00) (126) (166) (11) (46 4) (124) (1.0) 
8 
o 7:!:0.6 3.9::!:30 09:!::09 2.6:!::24 85土58 2.5土2.3 1 2:!:1.3 18 7:!:9 0 o 8:!:1.1 
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02土04 08:t09 03土0.6 0.1:!:0 3 13土14 1.4:!:1.3 0.2::!:0.3 1.3:!:0.9 4.6こと5.7
(2 5) (11 9) (4 2) (1 2) (12 1) (17 7) (1.4) (15.5) (33.6) 
表2
上段頻度
下段 % 
パスの方向(高校生)
ノマ ス の 終 点
1 2 3 4 5 6 7 8 9 
1 
o 3:!:0 6 1.1:!:1.3 OO::!:OO 1 8:!:1.3 o 4:!:1.0 0.3::!:0.6 0.4:!:0 6 0.8:!:1.3 0.3:!:0.8 
(6.3) (20.6) (0 0) (333) (7.9) (4.8) (7.9) (14.3) (4.8) 
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ン8から行われるパスの方向は，高校生では，
(25.9%)， 5 4 (27.6%)， ジション 6
パスの方向(大学生)
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6ポジコ/ヨンに比べ顕著に低い値5， 4， 
パスの終点(高校生)図4
高校生におけるパスの終点はポシション 2にお
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-1ジショ ン8から，
一i?ン2に行うパスは高校生 5，7%，
"liiあり，
生jjを示した(表3，表4)0
fHいてのみ勝ちチーム 15.7% 負肝ーム 8.6%と
31!勝ちチームが負けチームに比へ有意に高い値を示
1i iした(図4)。大学生におけるパスの終点ては勝
』 jj敗聞に顕著な差はみられなかったものの，
値 一 …向認
められた(図5)。
高校生勝ちチームにおけるポジション2の値か， ????
? ?年齢的段階の高い大学生と類似していることや，
高校生の勝敗聞に有意な差が認められることから，
ポジション2へのパスの重要性か示唆された。
高校生では 6，
5ポジションから行われる頻度が顕著に高い値を
5 
櫓犠
4， ポジション2へのパスは，
パスの終点(大学生)図5
示した。また，大学生においてもポジション 4，
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30 
園高校生
田大学生
。。??
?
????
?
3 4 5 6 7 
パスの始点となる地域
図6 ポジション2ヘパスを行う地域
6から試行される頻度か顕著に高い値を示した
(図的。
これらのことより，ポシション4，5， 6から
ポシション 2に行われるパスは，ホールをコール
近くへ進めるというハスケノトホール競技の特
性 4)をとらえている行動てあり，その重要性か示
唆された。
まとめ
ハスケソトホーjレ競技の攻撃行動において，パ
スの方向，動きの方向の地域特性について，調査
検討し，以下の結果を得ることかてきた。
1.パスを伴った攻撃ては，カ、ートポシション
(ポシション8)，フォワートポシション(ポシ
ション4，6)を始点とした攻撃行動か多く，
それらの地域で行われるパスを伴った攻撃技術
の重要性か示唆された。
2.集団ての攻撃行動，戦術には，ホールを保持
している競技者，ホールを保持しようとする競
技者，そしてボールを保持していない競技者に
よる動きの重要性か示唆された。
3. ガードポジション(ポジション 8)カ〉らのノマ
スは，主にフォワードポジション(ポジション
4， 6)に行われており，第一次的な攻撃と考
えられる。
4. フォワートポジション(ポジション4，6)， 
ハイポストポジション(ポジション5)からロー
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